JIS X 8341-3改正の方針
渡辺隆行
1 JIS X 8341-3 の現状
1.1 策定の経緯
1.1.1 2000年より情報アクセシの標準化活動スタート＠INSTAC
1.1.2 日本が国際提案したISO/IEC_Guide71を基に， 高齢者・障害者等に配慮したICT機器・ソフト・サービスのガイドラインを策定
1.1.3 第3部がウェブコンテンツのアクセシビリティ・ガイドライン（2004年6月公示）
1.2 目次
1.2.1   序文
1.2.2   1. 適用範囲
1.2.3   2. 引用規格
1.2.4   3. 定義
1.2.5   4. 一般的原則
1.2.6   5. 開発及び制作に関する個別要件
5.1 規格及び仕様
5.2 構造及び表示スタイル
5.3 操作及び入力
5.4 非テキスト情報
5.5 色や形
5.6 文字
5.7 音
5.8 速度
5.9 言語
1.2.7   6. 情報アクセシビリティの確保・向上に関する全般的要件
1.2.8   付属書1（参考） ウェブコンテンツに関する例示
1.2.9   付属書2（参考） 関連規格
1.2.10  解説
1.3 2004年～2007年度の活動
1.3.1 WCAG WGとリエゾン．
· WCAG WGに参加
· JISにあってWCAGにない項目を WCAG WGに提案．
· WCAG2.0WDと関連文書の翻訳
· セミナー
1.3.2 技術解説文書の公開
1.3.3 JISに足りない項目の検討

2 改正の必要性
2.1 工業標準化法第15条の規定：5年ごとに改正のチャンス
2.2 不足点
2.2.1 客観的評価ができない
2.2.2 技術依存
2.2.3 Ajax時代のWebに対応していない
· ARIA

2.2.4 WCAG 2.0の方がきめ細かい
· 動画に関する要件
· キーボード操作のタイミング要求
· フォームなどのラベル
2.3 国際協調
2.3.1 WCAG 2.0
· 2008年4月30日：勧告候補公開
· 2008年12月：勧告になる予定
2.3.2 TEITAC
· リハ法508条改訂
2008年4月に諮問委員会の報告書が完成
2009年春に改定
· 欧州
· 第3者認証制度にむけた調査活動
2.4 より適用しやすくしたい
2.4.1 適合宣言，認証
2.4.2 テストツール
2.4.3 技術事例
2.4.4 教育

3 改正の方針(案)
3.1 最短スケジュール(案）
3.1.1 2008年6月：WG立ち上げ
3.1.2 9月：草案完成
3.1.3 10月頃：パブコメ募集
3.1.4 12月：原案完成
3.1.5 2009年1月～3月：審議
3.1.6 6月：改正版公示
3.2 改正のポイント（案）
3.2.1 JISX8341-1を国際提案したISO9241-20の方向性をできるだけ取り入れる
· 1章から4章
3.2.2 WCAG2.0の4原則．ガイドライン．達成基準と一致
· 5章
3.2.3 プロセスに関する要件をさらに吟味して詳しく書く
· 6章
3.2.4 わかりやすさ・適用しやすさの向上
· 付属書
· 関連文書
3.2.5 適合宣言
· 適合宣言ができるようにする
· JISX8341-3に適合していればWCAG2.0にも適合． その逆も真
3.2.6 JISX8341-3:2004からの移行ガイドを示す
· 2004年度版のJISとWCAG2.0勧告候補との差はとても少ない
3.3 考えられる問題点
3.3.1 WCAG2.0は3レベル，JISは2レベル
3.3.2 用語の定義
3.3.3 Accessibility Supported 技術文書の準備
3.3.4 適合スキームの詳細
3.3.5 WCAG2.0のJISへの取り込み方
3.3.6 WCAG 2.0関連文書の取り込み
3.3.7 時間不足
3.3.8 WCAG 2.0の勧告化が遅れる
